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　さきに正印1）によって“水溶液駄態において

甚だしく易熱性である溶連菌溶血毒素Strepto－

lysin　SがAg一塩によって完全に耐熱化される”

という実証が齎らされたことで，本毒素の取扱

が極めて容易となって来たのであるが，然らば

本毒素の易熱1生に及ぼす諸他金属塩類の影響如

何．この問題に対し最近山本？）はCu，　Au，　Sr・

ZI1，　Cd，　Hg，　Al，Ti，　Pb，　UO，　Fe，　Co，：N｛，　Pt，

Pd，Mg等36金属の塩類総計102種を以ての系

統的研究を行い，

　1）Streptolysi11　S；水溶液に対し沈澱を生起

しない金属塩類セこは，Ag一塩を除けば，すべて

耐熱化作用がない，しかし

　2）Streptolysin　S水溶液に対し沈澱：を生起

論

ずる金属塩類の中には，その沈澱含有液に100。

C，30分野処置を施しても本毒素の活性がなお

ある程度残存するもの（例えばZnSO4，　CdSO4，

AI2（SO4）3，　Pb（CH’3COO）2，　UO2（NO3）2，　FeSO4

等）がある，

　と要約し得る結果を得たのであるが，私は

この山本の研究に併行して，一方においては

Streptolysin　S水溶液に対する強度の沈澱性物

質，硫酸鉄アンモンを選び，これとAg一塩との

本毒素の易熱性に及ぼす影響の相違関係を詳細

に検討すると共に，他方Streptolysin　S自体を

その乾燥粉末の状態で加熱する実験をも行った

ところ，Streptolysin　Sの性状に関し種々興味

ある知見を得たのでここに報告する．

一般実験方法

　1●　　精製　Streptolysin　S　　：

　專ら溶蓮菌“S一株”の1％酵母核酸加ブイヨン」30

時間培養液より岡本等3）の精製分離法とよって得られ

驚1βt一分屑米（即ち正印1）の1－N－F－St　reptolysinεrac－

tion）を供用しさ．本精製Sτreptolysin　S（以下これ

を軍こSt－Sとも略記）は類白色無晶形粉末で，蛋白

＊　乾燥器申で数日間吸引乾燥しだもの．

【54】



Streptolysin　Sの銀塩による耐熱化現象に関する知見補遺 55

反庵陰性，Orcin反応陽性，　Feulgen反応陰性，家兎

赤血球に対する溶血限界濃度は1：100，000，000である

が，0・1％水溶液を100。Cに10分間加熱すると完全に

溶血性を喪失す．

　本St－SのA9一：塩こ対するColnplex形成能は0．1

％水溶液10ccに対しN／10　AgNO30・15ccの量的関係

であって，ここに得ら承た澄明なるAg－Strepto1アsin－

S－Complex溶液は100。C，30分の処置でも溶血力の減

弱を来たさない．精製St－Sの1：1，000水溶液を原液

とし，実験の都度これを調製した．

　2・溶血試験3

被検液の0・85％食塩水による倍下稀釈液晶1ccに対

し，1％家兎赤血球浮游液（脱線維血液を0・85％食塩

水で4回洗源）1cc宛を加え，よく振盟し丁子，37。C

の特配器申ここ納めること2時間，一・旦成績を読み，更

に氷室内に22時間欝置せしめてから溶血の有無強弱如

何を確かめ，その成績を次の如く記入す．

　柵＝完全溶血；冊，昔，十，±一部分的溶血；一脈

非溶血

実　験　の　部

A．銀塩と硫酸鉄アンモンのStreptolysin

　　Sの易熱性に及ぼす影響の比較考査

　a）Streptolysln　S水溶液に対する銀塩：並びに

　　硫酸鉄アンモンの附加量をi変化せしめた場

　　合の加熱実験

　既述のようにSt－SのAg＋に対する非イオン

化身はSt－S　lmg：Ag　O．16mg（即ち1：LOOO

St－S水溶液10ccに対しN／10Ag：NO30．15cc）

の：量的関係であるが，若しSt－SのAg＋による

耐熱化現象が正印の推定したようにSt－S分子

とAg塩とが安定なる溶性錯塩を形成すること

によるものならば1），St－Sに附加するAg一塩：の

量が不足する場合には，それに該当するだけ遊

離状態で残存しているSt－Sが加熱によって非

働化され，これが溶血試験の上に溶血力の低下

として現出して来るべき筈である．

　即ちこの間の浩息を観察すべく，先ずSt－Sの

耐熱化におけるAg：NO3の量的関係の実験を行

った．

　　　　　　　実　験　方　法

　1：1，000St－S水溶液10cc宛をいれ＝ご8本の試験管

を用意し，その内の6管（Nos・1－6）に対しAg：NO3

のN／1，：N／10，N／50，　N／100，　N／500及びN／1，000

液の0・15cc宛を加えたものと，第7管．＝は蒸溜水

0・15ccを加えたもの二こ対して，一斉、二100。C，30分

の処置を施す．しかる後これらのものと，何ら加熱処

置を施さない第8管（対照）のSt－S溶液ど＝．ついて

溶血試験を行う．

　　　　　　　実　験成　績

　第1表提示の実験成績においては

　1）1：1，000St－S液10ccに対し丁度計算量

（：N／lo，0．15cc）のAg：No3を加えたNo．2実

験列では，100。C，30分の加熱にも不拘，非加

熱のSt－S液（No．8）におけると同様，1：102，

400，000の高稀釈度迄溶血が起っていること，

　2）No．1の1：1，000　St－S液10ccに対し

AgN「Q3を計1算量の10倍（即ち：N／1，0．15cc）に

加えて加熱した実験列でも亦1：102，400，000迄

溶血が起っていること，

　3）然るに1：1，000St－S液10ccに対し％

計算量のAgNO3を加えて加熱した：No．3実験

列では溶血力が｝勧こ低下（即ち溶血限界濃度＝

1：12，800，000）しており，更にAgNO3の附加

量が駈0→％0→％00等と漸減せしめたもの

では，加熱による溶血力の低下度が夫々駈6→

駈28→施56であること

の所見に対し特に注目すべきである．

　而して同様の成績は亦乳酸銀を以て行った実

験でも得られたことは第∬表に示した如くであ

る．

　即ちこのようにSt－SのAg一塩による耐熱化

ではSt－Sに対するAg一：塩の附加量が不足する

時は，それだけ耐熱化されないSt－Sが残り，

丁度St－SのAg＋に対する非イオン化学から計

算したAg一塩量を加えた時にSt－Sの全量が耐

熱化され，計算量以上のAg一塩を加える必要が

ないという事実は正にAg一塩によるSt－Sの耐
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熱化現象が化学的にはSt－S分子とAg＋との

Complex形成によるものであることを教示し

ているものといえよう．

　因に第1図は以上の各成績を図示したもので

ある．　　　　　　　　・

：Ffg．1　　correlation　between　Quantity　of　silver　salt　and

　　　　　Heat－Stabilization　of　Streptolysin　S

To　10cc　oF　streptolysin　S　soluti｛》n，0．15cc　of　the　solution　of　metal　salt

was　added．　The　solution　thus　Obtained，　after　heating　at　1000C　for

30minutesフwas　tested　for　hemolytic　activity．
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　而して第三表は，さきに山本（泰）2）によって

St－S水溶液に対し著しい沈澱を惹起せしめる

ことが実証された物質Fe2（SO4）3（NH4）2SO4

を以て，前記Ag一塩におけると同様方式の考査

実験を行って得た成績である．即ちここでは

　1）　1：1，000St－S液10　cqこ対し：Fe2（SO4）3

（NH4）2SO4の規定液0．15ccをカHえて加熱した

ものでも，既に溶血力が愉こ低下（溶血限界濃

度＝1：25，600，000）しており，以下：N／10，0．15

cc（即ちAg一塩にすれば丁度St－Sの全量を耐

熱化せしめる量）→N／50，0．15ccとFe2（SO4）3

（NHの2SO4の附加量が僅少となるに従って，加

熱による溶血力の低下度も顕著となり，N／100，

0．15cc附加の場合では100。C，30分の処置で

St－Sの1：10，000液が最早溶血作用を呈しなく

なっていること，

　2）沈澱生起の度と加熱による溶血性残存度

との間には並行的関係が存在していること

の二つに注目すべき所見であるが，今本表の

：Fe2（SO4）3（NH4）2SO魂こおける成績と，上述第

1或いは皿表のAg一塩における成績とを対比

照合するにおいては次の二つの相違点の存在が

看取されよう：

　i）Ag一塩：ではそのN／1，　N／10，　N／50，　N／

100，N／500，　N／1，GOO液の何れの附加でもSt－

S液に沈澱が生起しないに対し，：Fe2（SO4）3（N

H4）2SO4にあっては：N／1，　N／10，　N／50液の範

囲でSt－S液に沈澱を惹起せしめ，　N／100液で

はじめて沈澱が起らなくなっている．

li）Ag一塩にあってはそのN／1ゆ000液を附加

したSt－S液は100。C，30分の加熱にも不拘，な

おSt－Sの1：320，000液晶溶血作用を呈してい
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るに対し，Fe2（SO4）3（NH4）2　SO4にあっては

N／100液を附加したSt－S液が1000C，30分で

St－Sの1：10，000の高濃度液でも溶血性の存在

が証明されなくなっている．

　b）100。C常圧下における長時闇加熱実験

　Ag－Streptolysin－S－Complex：水溶液が100。C，

4時間の加熱処置でも溶血力に減弱を来さない

ことは既に正印1）によって実証された所であ

る．

　本項では111，000St－S液10ccに対しN／10

AgNO30・15ccを加えた澄明溶液と1：1，000　St－

S液10ccに対し：N／10：Fe2（SO4）3（NH4）2SO4

0・15ccを加えて多：量の沈澱を生じた混液とで

は100。C，常圧下の長時聞加熱で溶血力セこ如何

なる差異を来すかについての考査を行った．

　即ち第IV表はAg－Streptolys1n－S－Complex水

溶液について100。C，常圧下における溶血力の

変化状況を逐時的に試験して得た成績である

が，加熱6時間でも溶血力に減弱が起らず，非

加熱の対照St－S液と同誌，依然溶血限界濃度

＝1：ユ02，400，000の溶血／直を保有しており，漸

く加熱10時間で種程度に減弱するに至ってい

る（第；工［図参照）．

　然るに〔St－S→一Fe2（SO4）3（NH4）2SO4〕混液に

おける実験では第V表提示のように，100。C，

30分で溶血力が蜘こ轍こ低下し，以後2時間で

は更に高度に低下し，4時間でSt－Sの1：200，

000液が僅かに軽度の溶血を起させるに過ぎな

い迄となっているという成績である（第豆図

参照）．

：Fig．2　　1nHuence　of　AgNO3　and：Fe2（SO4）3（NH4）2SO40n

　　Streptolysin　S　in　Relation　to：Length　of　Heating　Time

Amixture　oC　10cc　of　1：1，000　streptolysin　S　solution　and　O・15cc　of　the

N／10AgNO30r　Fe2（SO4）3（NH4）2SO4　was　placed　in　a　boiling　water－bath，

and　titrated　for　helnolytic　activity　at　various　intervals　of　tinle。
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　c）加圧下の加熱実験

　第W表及び第三六は夫，々〔111，000St－S液

10cc十N／10　Ag：NO30．15cc〕溶液と〔1：1，000

St－S液10cc十N／10：Fe2（SO4）3（NH4）2　Sq

O．工5cc〕混液の加圧面内玉20。Cに対する態度

を比較考査した成績であって，ここでも両者闇

に格段の差異があることを知る．

　d）〔St－S十：Fe2（SO4）3（NH4）2SO4〕混液：に

　　おける沈澱と上清液についての溶血試験

　以上a》，b）及び。）の各実験成績を通じて

St－S水溶液：に：Fe2（SO4）3（NH4）2SO4を附加し

て沈澱を生成しているものでは，加熱しても溶

血性が或る程度残存している，しかしFe2（SO4）3

（NH4）2SO4の附加量が少なくて沈澱が起らな
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いものでは加熱で溶血力の喪失があるという関

係の存在を見出し得たので，ここに

〔1：1，000　St－S液　10cc十N／10　Fe2（SO4）3（N

H4）2SO40．15cc〕混液を遠心沈澱によって沈

澱と上清液とに分離し，夫々について溶血力を

吟味する実験を行った．

　即ち虻田表はその成績を示したものであっ

て，これによってSt－Sは：Fe2（SO4）3（NH4）2S

O4による沈澱物質に殆んど全部移行し，上清

液に殆んど残存しないことが知られよう．

　兎に角本項の実験成績から：Fe2（SO4）3（NH4）2

SO4によってSt－Sが沈澱されることが，その

耐熱性試験において陽性成績を与えることと密

接に関係していることが推察されよう．

　：B・Strep£olysi皿S自体の耐熱性試験

　Streptolysin　Sが水溶液猷態では熱に対して

甚だしく不安定であって，37～56。Cにおいて

さえ容易に非働化される4）・5）が，それ自体の：乾

燥粉末歌態ではよく長期の室温下保存に耐える

ことについては既に3）実証された所である．

　私は，前記A項の実験成績に鑑み，若ししSt－

S十Fe2（SO4）3（NH4）2SOd〕混液でSレSが加

熱に対し相当抵抗性であるというような成績を

与えることがFe2（SO4）3（NH4）2SO4によって

St－Sが沈澱状態にあることによるならば，　St－S

にあっても亦これが固形粉末の状態にある限り

耐熱性であるべき筈となし，ここにSt－Sをそ

の不溶溶媒たるAlcohol並びにDiOxaneに浮

游せしめたもの，及びSt－S自体についての加

熱による非遷化如何の考査を行った訳である．

　a）Alcohol中Stエeptolysin　Sの耐熱性試験

　　　　　　　実　験　：方　法

　4本の試験管に夫・々細粉したSt－S　10　mg宛を秤塗

し，各管に次の処置を施す：

　1）St－S　101ngを生理的食塩水10ccに溶解（即ち

非加熱の対照），

　2）　St－S　10　mgに99・9％Ethylalcoho110　ccを加

え懸濁せしめ，100。C，60分の処置を施す来．

　3）St－S　10　mgに99．9％Ethylalcoho110　ccを加

えて懸濁ぜしめ，100。C，120分の処置を施す米．

　4）St－S　10mgを99．9％Ethylalcohol　10ccに懸濁

せ’しめたものに，100。C，120分の処置を施した後，生

理的食塩水10ccを加えて溶解薄してから，1CO。C，60

分間加熱する．

　これら4つについて0・85％食塩水をメジウムとする

溶血試験を行う．

　　　　　　　実　験　成　績

　第；］X表に示したように，St－SをAlcoho1に

懸濁せしめたもの（Nos．2及び3）は100。C，

60－120分の加熱にも不拘，依然として，非加

熱の対照St－Sにおける（No．1）と同様，溶血

限界濃度＝1：102，400，000の溶血値を保持して

いる．所が，100。C，120分の処置を施したSt－S

のAlcohol懸濁液でも，これに対し食塩水を加

えSt－Sを溶解せしめたもの（No．4）では100。

C，60分の処置で全く溶血性の喪失を来してい

ることを見る．

　b）Dloxane中Streptolyshl　Sの耐熱性試験

　Alcoholにおけると同様，　St－SはDioxaneに

も全く不溶である．而して第X表提示のように

DioxaDe中でも亦St－Sは熱に対し安定である

という成績が得られた．

　c）St「eptolysin　Sの加熱試験

　　　　　　　実　験　方　法

　融点測定の如くにして加熱せられた場合，St－Sが炭

化するまでにその溶血力が如何に変化するかを追究し

た．

　即ち5本目細試験管に夫・々細回したSt－S　5mg宛を

油取し，1管を非加熱の対照用（No・1）とし，他の4

管をパラフィン浴中に浸し徐々に濃度を上昇せしめて

30分間後に100。Cに達せしめる．斯くて30分間100。C

に保持した後1本（No・2）をとって放冷，他の3管は

更に30分を要して200。Cとなし，この温度で30分間保

つた後1本（No・3）をとって放冷，残り2管は更に30

分を要して240。Cに達せしめた後240。Cで30分間保

ってから1本（：No・4）をとって放冷せしむ．最後の1

管（No・5）は30分を要して3CO。Cとなしこの温度に30

＊100。Cに加熱しても，St－SがAlcoho1に溶解するような兆は些かも認められない．しかし何れ

　も生理食塩水を加えるとSt－Sは完全に溶解する．
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分間置く．

　ここにおいて全管に対し夫々蒸溜水5cc宛を加え

て（即ち何れも1：1，000の溶液となる）内容物の溶解

を計った後溶血試験に附す．

　　　　　　　実　験　成　績

　第）σ表はその成績であって，これによって

St－Sは乾燥粉末撒態では炭化の兆が現われる

に至って始めて溶血力の減弱を来すという程耐

熱性であることを知る．

　而して本項各実験における成績は何れも，

〔St－S十：Fe2（SO4）3（NH4）2SO4〕混液について

の耐熱試験で或る程度の陽性成績が得られるこ

とに関して，St－Sが：Fe2（SO4）駁NH4）2SO4に

よって沈澱痴態をとるための輩なる見かけ上の

ものに過ぎず，これがAg一塩によるSt－Sの耐

熱化現象がSt－SとAg＋とで安定なる溶性錯塩

を形成するためのものとは根本的にその成因を

異にしていることを裏書しているのであって，

これは特記に値するといえよう．

　なお最後にA及び13の両実験の成績を綜合

考察してSt－Sの水溶液状態における熱非二化

は加水分解によるだろうことも推察出来る訳で

ある．

総括並びに結論

　1）　精製Streptolysin　SのAg一塩に対する非

イオン焔魔はStreptolysin　S　lm9：Ag　O．16m9

の量的関係であり，丁度この関係から計算した

Ag一：塩をStreptolysin　S；水溶液に附加（即ち1：1，

000Streptolysl11　S水溶液10cc対N／10　Ag　NO3

0．15cc）することによって所定量のStreptolyslll

Sの全部の耐熱化を期待し得る．しかしAg一塩

の附加が計算：量より僅少な時は，このAg一塩の

不足量に該当するだけのStreptolysin　Sが非耐

熱化状態で残り，叉Streptolysill　Sの耐熱化に

は計算量以上のAg一塩を附加する必要がない．

この事はAg一塩によるStreptolysin　Sの耐熱化

現象がStreptolysin　S分子とAg一塩とのComPlex

形成に基くものであることの証左であり得る．

　2）a）　1：1，000Streptolysin　S液10ccに対

しN／10：Fe2（SO4）3（NH4）2SO40．15ccを加え

ると多量の沈澱を生起し，この混液に100。C，

30分の処置を施したものはなお相当強い溶血作

用を呈する．しかし：Fe2（SO4）3（NH4）2SO4の

附加量が沈澱を起さない程度である時は加熱に

よって溶血作用が全く喪失するに至る．

　b）　　〔1：1，000Streptdyshl　S液　10cc十N／10

：Fe2（SO4）3（NH4）2SO40．15　cc〕混液ではStre－

ptolysin　Sは悉く沈澱物に移行している．即ち

’Fe2（SO4）3（NH4）2SOdこよるStreptolyshユSの

沈澱生起が耐熱試験で逸る程度陽性成績を与え

ることと密接な関係がある．

　3）　　〔1：1，000Streptolysin　S闇夜：10cc十N／10

Ag：NO30．15品目〕液は100。C，6時間の加熱に

対しても，叉120。C，20分の処置に対しても耐

え，溶血力の減弱を来さない．然るに，〔1：1，

000　streptolysjn　s　液　Iocc十N／lo　Fe2（so4）3

（NH4）2SO40．エ5cc〕混液：では100。C，30分で

既に溶血力に著減が招来せられ，120。Cでは

20分で殆んど無効となる．

　4）Streptolysill　Sはそれ自体の乾燥粉末状

，態にある限り極めて安定性であり，Alcoho1並

びにDioxane申に懸濁せしめたものは100。C，

60分の加熱に耐え，融点測定法に準ずる加熱試

験では200。C以上で炭化の徴が現われるに至

ってはじめて溶血性の低下を来すに至る．

　5）　斯くて：Fe2（SO4）3（NH4）2SO4セこあって

は，恰もこれがStreptolysin　Sに対し耐熱化せ

しめる性能がある如き成績を与えることに関し

ては，Streptolysill　Sが：Fe2（SO4）3（NH4）2S（）4

によって沈澱し固厨夫態をとるための急なる見

かけ上のものに過ぎず，Ag一塩によるStrepto－

1ysin　Sの耐熱化現象におけるとはその成因に根

本的の相違があることが明らかとなった．

　6）なお本研究においてStreptolysin　Sの水
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溶液歌態における熱非働化は加水分解によるも　　のであろうことも推察された．
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第1表　Streptolysin　Sの耐熱化におけるAgNO3の量的関係の実験

溶　　　血　　　試　　　験

St－S　の　　稀　　釈　　倍　　i数

実験列：No． 1・1，000St－S

t各10ccに
ﾎし0．15cc

ｶ加えた

`gNO3溶液
ﾌ濃度

各液に

ﾎする

?@置

k沈澱〕

o　o　o　o　o　o　o　o　o　o　o　o　oo　o　o　o　o　o　o　o　o　　o　o　o　o

ﾗ888888383888ひq　ゆ　o　o　o　o　o　o　o　o　o　o　り

@H姻。。3需器隠　　　　　　　　H　　C刈　L◎　O　　　　　　　　　　H●■　　　　●■　　　　■●　　　　●●　　　　●●　　　　■●　　　　●o　　　　●●　　　　●○　　　　・●　　　　■o　　　　o．　　　　●■

F→　　セ→　　一己　　一　　ド→　　F→　　F→　　F→　　F→　　F嗣　　一　　▽唄　　ド→

8
駄
8
◎○へ

8
『

H

対
照

sCs
を

含
ま

ず
）

藩
皿
力

の

低

下

度

・lN／・ 100P9〕301柵｛柵｝1晋柵日｝1｝柵冊｝モ1酬柵±■一い

21 N／10 〔〃 l1珊H柵H細書1旧冊日柵柵酬粁±一｝一1・

31N／5・ 〔二〕1二二柵H督｝柵二二＋＋＋一一一■一1・／8

4

5

6

7

N／100
〔〃 l1柵工｛掛柵Hl棚｝柵＋一一一一ト1・／・6

N／500 〔二〕1冊柵冊柵＋一一一一一一一1一い／128

N／1，000
〔〃 lい闇柵＋一一一一一一一一トい／256

　0
（対照a）

8i繍、）

〔〃 l1一一一一一一一一一一■一1蜜・塑
1非加瑚欄冊1｝欄モ　H冊冊欄州1｝柵＋＋一1－1・

柵二完全溶血；柵，十b十，±＝部分的溶血；一ゴ非溶血
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第：11表　Streptoiysin　Sの耐熱化におけるCH3CHOHCOOAgの量的関係の実験

実

験

列

No．

1：1，GOO　St－S

液各10ccに
対し0．15cc

宛加えた

CH3CHOH
COOAg溶液
の濃度

各液に

対する

処　置

［〔沈澱〕

溶 血 試 験

St－Sの稀釈倍数
88888888888888駄『oへ駄『、『（丁丁R『LoへG敦（≧oへ

鴇鼠888888888888　　　　　　　　　　　　　　　　　可へα蓋　　　　　　　　　　　　　　りへ触　　　　　　　　　　　　唆　　　H　（N寸oo駄『L噂へ
　　　　　　　　一。oゆ寸寸［ざ88
　　　　　　　　　　　　　　　　　∵『1

∴∴∴二∴∴∴∴∴∴∴高HH

対
照

sCs
を

含
ま

ず
）

溶
血
力

の

低

下

度

・lN／・ 110012〕301柵二二｛闇二二二階甘＋±■一1・

21N／・・ 〔二〕1柵欄｝柵冊｝細旧冊冊＋＋±■一11

31N／5・ 〔〃 l1柵棚冊H冊モ｛柵冊柵＋一一一一一トい／・6

41 N／100 〔〃 l1柵酬柵旧1寺日闇＋一一一一一一ト11／32
51 N／500 〔二〕卜冊欄冊柵＋±一一一一一一一■一11／128

司 ：N／1，000 〔二〕1柵田＋＋一一一一一一一一1一ト／256

71（轟） 〔〃 l1一一一一一一一一一一一一一一一1習禦

司繍、■非力酬欄1日柵モ細湘料昏湘柵柵一トい

第皿：表 StreptolysiD　Sに対するFe2（SO4）3（NH4）2SO4の附加量

　　　をi変化せしめた場合のカロi熱実験

実

験

列

：No．

1：1，000St－S

液各10ccに
対し0．15cc

宛加えたFe2
（SO4）3（NH：の2

SO4溶液の濃
度

各液に

対する

処　置

〔沈澱〕

・lN／1 　　　コ1000C，30！1
　〔槽｝〕

溶 血 試 験

St－Sの稀釈倍数
888888888888880へG≧（≧（柔ζ表（≧『、Rq『Loへ。へ『L駄

鵠8888888888888　　　－N寸◎ovりへ（Nへ寸へ◎◎へ臓（N帆寸“◎◎へ

　　　　　　　　HOう、o蟹鴇お88

二∴晶晶晶晶∴∴三二

対
照

sgs
を

含
ま

ず
）

肇

皿
力

の

低

下

度

1樹H｝IHI旧型Hl冊翌翌＋一一ト1・／・

21N／・・ 〔燕〕1鼎細冊柵｝冊冊冊冊＋一一一一トい／8

3い／5・ 〔‡〕い掛冊銀山一一一一一一一一1－1・／1・・24

引 N／loo 『〕1一一一一一一一一一一一一ト1柳・塑
5i（　0対照a） 〔〃 l1一一一一一一一一一一一一一一ト瞭・塑

61（轟■非加熱1欄｝欄H柵什細晋｝冊冊柵＋一1一！・
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第IV表　100。C常圧下におけるAg－Streptolysin－

　　　S－Complex溶液の長時聞加熱実験

実

験

列

：No．

〔1：1，000St－S

溶液10cc十

N／10Ag：NO3

0．15cc〕　溶液

に対する処置

溶　　液　　試　　験

St－tの稀釈倍数
98888888888『（≧像。へ。へ。へR像。へRoへ

888888888i∋8斜寸◎◎駄Nへ二二臓Nへ瓢oO眺
　　　HOつ。二二呂i∋8
　　　　　　　　　緊噌
∴∴∴∴∴嵩∴二∴HH

対
照

sPs
を
含
ま

ず
）

・非縢（欄1欄H晋冊欄H酬柵＋■一
211・びC・3・・liH｝｛llH｝冊｝柵｝柵＋＋一1一

3i・・びC…1柵冊柵ll冊酬晋｝珊＋＋一一

4i…．C・禦1珊欄冊旧珊出島＋＋■一

5「・・びC・d柵モ網IH酬柵＋＋一ト
61・・併C・6．1二二冊料柵冊二三＋±一1一

7睡C・・㌍卜闇H珊モll｝柵＋＋一一一1一

第V表’100。C常圧下における〔Streptolysin　S＋Fe2（SO4）3

　　　　（NH4）2SOの混一の長時聞加熱実験

実

験

列

No．

〔1＝1，000St－S

溶液10cc＋
N／10Fe2
（SO4）3（NH4）2

SO40．15cc〕

二上に対する

処置

溶　　血　　試　　験

St－Sの稀釈倍数
88888888888G≧o＾oへ。へ。へROへ駄ζζoへ。へ

88888888888c刈噂◎o随）へ触寸へQOへ駄（弦瓢QQ帆

　　　HOつ、o二二齢8さ

晶∴晶晶晶葉

対
照

sεs

を

含
ま

ず

一

沈

澱

の

存

在

度

・匪加熱！柵H闇｛闇闇＋＋一ト1㈱
211・・兜・3・・1柵欄冊甘＋＋一一一一Ll〔什〕

31・…C…i｛柵＋言託什＋一一一一一1－1〔甘〕

4［・・びC・2．い柵鼎＋一一一一トi〔什〕

51・…C・4．1＋一一一一一一一一一一1－1〔＋〕

61…％・6．1一一一一一一一一一ト1〔一〕
7【・・㏄C…．1一一一一一一一一一一一トト〕
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第VI表　力i圧晶晶120。CにおけるAg－Streptolysin一・

　　　　　S－Complex溶液の加熱実験

実

験

列

No．

〔1：1，COO　St－S

溶液10cc十

N／10AgNO3
0・15cc〕溶液

に対する処置

溶 血 試 験

St－Sの稀釈倍数
888888888888　0へRO＾oへ。へ。へ。＾o＾GよRoへ・（ﾌ
888888888888H㎝寸◎o駄Nへ寸へOQへ「oへ触「瓢◎o＾

　　　　　H。つ速目鵠［δ88

三里∴陥生塗雪

対
照

　St．S
を

含
ま

ず
）

1［非加斗闇日掛柵｝欄柵冊柵＋一ト
21・2・．C・2・・1柵Hl昏田珊柵柵柵＋±■一

第皿表　加圧町内120。Cにおける〔Streptolysin　S十Fe2

　　　　（SO4）3（NH4）2SO4〕混液の加熱実験

実

験

列

：No．

〔1：1，000St－S

溶液10cc＋
：N／10Fe2

（SO4）3（NH4）2

SO40．15cc〕

混液に対する

処置

溶 血 試 験

St唱の稀釈倍数
一8888888只。へ只駄。へgc改

8888888竃→c二百QQ臓触瓢
　　　　　H　◎り　㍉◎

∴∴∴二∴

　　88888　　0へGよ。へ下駄

　　88888　　◎oへ陰（Nへ寸へ◎oへ

　　倒鴇朗88
　　　　　∵『
∴二』∴∴H帽

対
照

sOs
を

含
ま

ず
）

・匪国産冊柵田｝欄柵柵＋■一
21・2・・c・2・・1柵＋一一一一一一一一■一

　　第　V班　…表i　〔Streptolysin　S　十　Fe2（SO4）3（NH4）2SO4〕混液ひこお

　　　　　　ける沈澱と上清とについての溶血試験
〔1：1，000St－S水溶液10cc十N／10　Fe2（SO4）3（NH4）2SO40．15cc〕を遠心して，

上清液（約10cc）と沈澱物とに分離し，沈澱物に生理食塩水10ccを加えたものと，

上清液とについて溶血試験を行う．

試

験

対

象

溶 血 試 験

St、Sの稀釈倍数
「i∋888888888888黛。へ。へ。気。へ。へ。＾oへR『、qoへ黛

紹8888888　　　　　　　　　88888
　H（N噂◎○喩｛鳳　　　　　　　　寸へ◎○へ。へNへ瓢αよ

　　　　　　H。つ。雪爲朗さ呂

晶晶晶一漏漏三二
i上 司一一一一一一一一一一
1沈 澱1｛｛冊野冊｝癬を柵柵咄丹＋一一
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第IX表Alcoho1中に懸濁せしめたStreptolysin　Sの耐熱性試験

実

験

列

No．

Streptolysin　S

51ngを99・9％

Alcoho15ccに

懸濁せしめた

ものに対する

処置

溶 血 試 験

　　St－Sの稀釈倍数
8888888888　　　　　　　　　　　　　8i38
ROへ⊂よ。へ。へ（≧oへ。＾（≧『只像R

8888888888888　Heq噂Ooゆe司瓢◎D　Oへ触瓢oo帆
　　　　　　HOつ。臼爲お88
∴∴∴∴∴論∴∴∴∴三雪

・1㌦加訓柵H｛1階柵｝甲声卦柵一
2闇。．％詑6轟1欄日畳旧畳柵酬湯船柵＋±一

3閥町12孫1モ冊柵1岩絵｝柵冊＋＋＋±一

4

1000C，120！処
置したものを
0．85％NaCI水
に溶解して，更
膏こ　1000C，　60！

の処置を施す

第X表　Dioxane中に懸濁せしめたStreptolysln　Sの耐熱試1験

実

験

列

No．

Streptolysin　S

5mgをDioxane

5ccに懸濁せし

めたものに対

する処置

磨

溶 血 試 験

St－Sの稀釈倍数
8888888888黛R（≧oへ。へ『Lc柔駄R9
ヨ爲曾88iミ9昆88　　　　　H。つゆ（牒十一へ
　　　　　　　　　マー→　（N　LO

嵩∴∴∴∴高∴∴∴∴

88‘『、『
專i露

触瓢
ヨ呂

∴∴

・1非（対加照）熱1隔月1柵酬呵呵＋一

2認0．C力『3薮1胴珊｝柵酬柵＋＋一一

3闇0．Cカr　6鷺細｝＋ll｝モ1｝Hl闇冊＋＋一

4

100。C，60！処置
したものを0．85
％NaC1水に溶
解して，更に
100。C，60！の
処置を施す

第）α表　精製StreptolysiD　S自体についての加熱実験

実

験

列

No．

SレS　に対す

る加熱温度及

び時間

溶 血 試 験

　　　St－Sの稀釈倍数
一8き［8　8一ぎ宕［語一8－9葛㎝8－9一葛「
Gよ⊂≧qo．駄。へG敦。へ『、免『、G改｛『LR

鵠鵠888888888888　　　卜→　㎝　　寸　　◎Q　　㌧◎　　㎝　　噂　　◎O　Mつ　　e刈　　r寸　　Q◎

　　　　　　　　▼一→　0つ　　巡⊃　N　　LO　　F→　　N　　「守
　　　　　　　　　　　　Fl　c縄　L⇔　o　　o
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ね
二∴霞∴∴∴∴二∴∴二∴∴∴

加熱による

St－S　粉末の

外観

・1㌔加胆）熱1細1｝モ下欄欄Hl予階南町一レ自猟
2i・…C・3・・1柵1日1｝欄Hll｝細1｝モ｝無論＋一1異常なし

3 2000C，　　30！

目

下細昌｝iHll昌｛聾｛｛聾柵鼎鼎柵十十十一一
依然粉朕であ
るるが僅に褐
色調を帯ぶ

・124・．C・3・・｛＋＋一一一一一一一一一一一【灘色雛

513・・．C・3・・1＋＋一一一一一一一一一一一睡 変（炭化）

【64】


